
 

令和７年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 土合 小学校 ）     学校番号 ０１６                            【様式】 
学 校 教 育 目 標 たしかな学び あたたかい心 すこやかな体 ゆたかなかかわり合い        

目 指 す 学 校 像 あいさつと笑顔があふれる、信頼と潤いのある学校        

          

重 点 目 標 

１ 学ぶ喜びのある生き生きとした学校（「自立した学び」の育成、ＩＣＴ教育の充実） 
２ 安心して通える、対話ができる学校（心のサポート体制の充実、不登校児童への対応の充実） 
３ 家庭や地域とこころが通い合う学校（コミュニティ・スクールの推進） 
４ 安全で落ち着きのある、美しい学校（安全教育の充実、安全管理の徹底） 
５ 児童の学びを支援する教職員が集う学校（わかる授業、学び続ける教師、研修の充実） 

※重点目標は５つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和 年 月 日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

○全国学力・学習状況調査やさいたま市学習状況

調査の結果をみると、どの教科も全国・市の平

均正答率と同程度の平均正答率であり、概ね良

好である。 

○落ち着いて学習に取り組み、しっかりと話を聴

いて授業に取り組むことができる。 

（課題） 

○令和６年度市学習状況調査において、３年生、

５年生、６年生の「書くこと」が市の平均正答

率より下回った。算数の「データ活用」で５年

生が４Ｐ、６年生が５Ｐ下回った。 

・個別最適な学

びや協働的な

学びを軸とし

た主体的な学

びの展開 

・「学びのじ・し・や・ク」に示された

アクティブラーニングの学習を展開

し、自走できる児童を育成する。 

・自分の学力をデータで確認しながら学

びに取り組む姿勢を確立するため、

データ活用の力を育成する。 

① 学びの指標「主体的な学び」の学

校平均数値が 3.3 を超えたか。 

（昨年度 3.2） 

 

・学びの指標における「主体的な学び」の

学校平均値は 3.4 となり、目標とした 

3.3 を上回った。児童が課題に対して自

ら考え、友達と意見を交流しながら学習

を進める姿が多く見られた。 
Ａ 

・次年度は、評価規準を意識した「書く 

活動」や「説明する活動」を各教科で 

計画的に位置付けるとともに、ICT を 

活用して考えを可視化・共有し、振り 

返る学習過程を一層充実させる。 

 

・ＩＣＴを使用した学習につい 

ては、教科のねらいを明確に 

する必要がある。ICT はあく

までもねらいを達成するため

の道具である。 

・特定の先生に負担がいかな 

いように配慮してほしい。 

・情報リテラシーについて、保 

護者も含めて指導してほし 

い。 

・教育 DX を展開

し、児童のデ

ータ活用に重

要視した授業

の実践 

・校内での授業実践における活用例を校

内研修の時間を利用し共有し、活用方

法についての理解を深める。 

 

①市学習状況調査（生活習慣）「コンピ

ュータを活用して情報を集めて整理し

たり、分析したり、まとめたりするこ

とができた」が市の平均以上となった

か。 

・ICT端末を活用した学習場面が増加した。

市平均と同程度（または市平均以上） と

なり、一定の成果が見られた。 

Ｂ 

・校内研修において実践事例の共有を継

続し、データ活用の指導場面や評価方

法について教職員間での共通理解を深

めることで、授業の質の向上を図る。 

2 

○令和６年度市学力学習状況調査（生活調査）

「いじめはいけないこと」の肯定的回答は市の

平均を超えた。 

○令和 7 年度に入り、不登校傾向にある児童の出

席率が昨年度より向上している傾向にある。 

（課題） 

〇長欠児童がおり、保護者との連絡がなかなかつ

ながらない家庭がある。 

○配慮を要する児童への組織的な対応が必要であ

る。 

 

・児童一人ひと

りを大切にし

た心のサポー

ト体制の構築 

 

・年度当初に、全教職員で共通理解・共

通行動をとれるようにするため、保

健面と行動面について、児童理解研

修を実施する。 

・迅速な対応を徹底するため、「心と生

活のアンケート」を確実に実施す

る。 

①児童理解研修（保健、児童理解行動

面）を実施し、児童の情報を共有する

ことができたか。 

②毎学期の心と生活のアンケートの報告

が開始後 1 か月以内に管理職に報告で

きたか。 

・児童の実態や支援上の配慮点について教

職員間で情報を共有し、共通理解を図る

ことができた。 

・心と生活のアンケートについては、結果

を分析し、実施開始後１か月以内に管理

職へ報告する体制を整え、児童の不安や

変化を早期に把握することができた。 

 

 

 

 

Ｂ 

 

・次年度は、児童理解研修の内容をさら

に充実させ、支援の具体例や対応手順

について教職員間の共通理解を一層深

める。「心と生活のアンケート」につ

いては、結果活用の仕方や対応の流れ

を明確にし、早期の支援につなげる体

制を整える。 
 

・多様な学びの場が増えている 

ことはよいことである。 

・配慮を要する児童に関して、 

前年度の担任から次年度の担 

任へ、しっかり引継ぎをして 

ほしい。 

・不登校傾向に

ある児童に対

する学習支援 

 

・対応の難しい児童については、積極的

にケース会議を実施し、組織的な対

応をする。 

 

①対応の難しい児童に対して、ケース会

議を開催できたか。 

②生徒指導委員会や教育相談委員会にお

いて資料を活用し効率的な運営が実施

できていたか。 

・必要に応じてケース会議を開催し、関係

教職員で情報を共有しながら組織的な対

応を行った。 

・事前資料を活用した協議を行い、効率的

かつ共通理解のある運営ができた。 

 

 

 

Ｂ 

・ケース会議や生徒指導委員会等におけ

る記録や資料の整理・活用を進め、教

職員間での情報共有を円滑にすること

で、組織的かつ継続的な心のサポート

体制の構築を図る。 

3 

〇地域全体で児童を育成するために学校・地域・

保護者が連携し、学校運営協議会の会議や熟議

を通して、「学校を軸としたあいさつが響き合

う家庭・地域づくり」に取り組んでいる。 

○学校評価「家庭や地域と心が通い合う学校づく

り」に対する肯定的評価は 95％と高い数値であ

った。 

（課題） 

○地域の行事への参加意欲は高まっているが地域

貢献の意識については不十分な点も見られる。 

・学校運営協議

会を中心とし

た、地域との

連携強化 

 

・学校運営協議会を 3 回開催し、学校・

地域・保護者がそれぞれの立場で何が

できるのか実効性のある熟議を実施す

る。 

 

①学校運営協議会を 3回実施したか。 

②学校評価「家庭や地域と心が通い合う

学校づくり」の肯定的評価90％以上の

維持 

・学校運営協議会を年間３回開催し、実効

性のある熟議を行うことができた。 

・肯定的評価が 95％以上を維持 してお

り、家庭・地域との信頼関係が継続して

築かれていることがうかがえる。 

Ａ 

・学校運営協議会での熟議の内容や学校

からの情報発信が、すべての家庭や地

域に十分に浸透しているとは言えず、

発信の方法や内容についてさらなる工

夫が必要である。 
 

・学校からの情報の受け取りに 
ついて自治会でも紙媒体の配 
付ではなくＨＰ閲覧による方 
法に協力している。 

・ＰＴＡでは、アプリの利用に 
より配信していきたい。 

・地域・家庭・学校の連携を図 
るには顔見知りの関係になる 
ことが大切である。 

・社会に開かれ

た教育課程を

実践する教育

活動の発信 

 

・学校だより、学校ＨＰにて学校経営状

況や方針、地域の考えや活動について

積極的に発信し、児童の実態などの情

報も合わせて保護者や地域と情報を共

有する。 

①学校ＨＰにおいて年間 10 回以上学校

経営や学年経営、保健領域、給食領域

に関する情報を発信できたか。 

・情報発信を年間 10 回以上 行い、学校の

教育活動や児童の実態について、保護者

や地域と継続的な情報共有を図ることが

できた。 

Ａ 

・情報発信を通して、地域との協働による学

習活動や学校教育への参画につながる取組を

計画的に進め、学校運営協議会を中心とした

持続可能な地域連携の充実を図る。 

4 

○令和６年度の学校評価「安全で落ち着きのある

学校づくり」に対する保護者の肯定的評価が

96％、「安全、保健指導」に対する肯定的評価

が 96％と高い評価を得ている。 

（課題） 

○学校施設が 50 年以上前に建設されたものであ

り、修繕が必要な個所が増えただけでなく、教

室の出入り口のドアなどの構造上の問題が散見

される。 

・学校施設の老

朽化に伴う計

画的な修繕を

行う予算運用 

・毎月の安全点検を基にした必要な修繕

への対応を安全部、事務担当と連携

して行い、計画的な予算執行をすす

める。 

①学校評価「安全、保健指導」に関する

肯定的評価 90％以上の維持 

②安全点検を基に、施設の安全維持のた

めの予算執行を行うことができたか。 

・肯定的評価は 98％以上を維持 してお

り、高い評価を得ている。 

・施設の安全維持に必要な修繕内容を把握

し、計画的な予算執行を行った。 

 

 

 

 

Ａ 

・限られた予算の中で、すべての修繕要

望に即時対応することには難しさがあ

り、中長期的な視点に立った施設管理

が課題である。 

 

・修繕箇所について、予算のこ 

とが大きく関わるので、ＣＳ 

としても要望を出したい。 

・学校は、予算の中で優先順位

を決めて子どもたちの安全を

考えている。 

・事故を未然に

防ぐ安全な学

校づくり 

・毎月の安全点検を「担当、管理職、事

務、用務員の複数の目」で実施す

る。修繕や改善が必要な場合の迅速

対応を行う。 

①毎月の安全点検、修繕必要箇所一覧表

の作成を確実に実施し、すべての修繕

必要箇所に対し、２週間以内に修繕計

画を作成できたか。 

・２週間以内に修繕計画を作成 する体制を

整えることで、迅速な対応につなげるこ

とができ、事故を未然に防ぐための安全

管理体制が機能していると評価できる。 

 

Ａ 

・点検結果を蓄積・分析し、修繕の優先

順位をより明確にした計画的な予算運

用を進める。 

・関係職員間での情報共有を一層充実さ

せる。 

5 

○学校評価「基礎学力を身に付けさせる指導」に

ついては保護者の肯定的評価 91％「自分の考え

をもち、自分のことばで正しく表現する力の指

導」の肯定的評価は 90％であった。 

○令和６年度市学習状況調査生活調査項目「先生

に質問することができるか」では 80～90％と高

評価であった。 

（課題） 

○教職員個人の課題を達成するための研修方法や

研修時間の確保が不十分である。 

・教職員の授業

力向上や生徒

指導の充実を

目指した主体

的な校内研修

の実施 

・校長、教頭による教職員の授業参観を

実施し、教職員に指導助言を行う。 

・校内研修の機会を利用し、児童の実態

に応じた基礎学力の向上や学習規律

の構築についての研修を行う。 

①学校評価「基礎学力を身に付けさせる

指導」に関する肯定的評価90％以上の

維持。 

 

・「基礎学力を身に付けさせる指導」に関

する保護者の肯定的評価は 92％、「自分

の考えをもち、自分のことばで正しく表

現する力の指導」の肯定的評価は 96％と

向上した。 

Ａ 

・教職員の経験年数等により、校内研修

や個人研修の成果に差が見られる場面

があった。また、個々の授業研究や研

修で得た成果が校内全体で十分に共有

されておらず、学校全体としての授業

力向上や生徒指導の充実につなげきれ

ていない点が課題である。  

・人事配置のバランスが崩れな 

いよう、教職員人事課に意図 

的に要望していくことが必要 

である。 

・経験の浅い教職員への指導が 

 できる教員（中堅教諭）を育

成するとよい。 

 

・教師個人のキ

ャリアアップ

をめざす、個

人の研修の支

援 
 

・全国教員研修プラットフォームを活用

した研修奨励を行い、個々の教職員が

自らの課題を意識した授業研究を年間 3

本以上実施する。 

①研修や指導訪問等の機会を利用し、授

業研究を 3 本以上実施できたか。 

・授業研究を ３本以上実施 することができ

た。管理職による授業参観と指導助言、校

内研修での学びを通して、教職員が授業改

善や生徒指導の充実に主体的に取り組む姿

が見られ、専門性の向上につながったと評

価できる。 

Ａ 

・授業改善の視点をより明確にした校内 

研修を計画的に実施する。併せて、年 

次研修や個人研修、授業研究の成果を 

校内研修等で共有する仕組みを整え、 

教職員相互の学び合いを促進する。 
 

 


